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雑がみはそのまま捨てず、分別しリサイクルしましょう　　地域づくり課環境対策班　☎０４７５（７０）０３８６問

　市内の保育施設における保育士の確保および保
育の質の向上を図るため、市内の保育施設に勤務
することを条件に、保育士試験受験講座の受講に
要した費用の一部を助成します。
▶対象＝次のすべてに該当する方
・保育士試験に合格し、保育士証の交付を受け
ている方
・保育士証の交付を受けてから 1 年以内に市内
の保育施設に保育士として勤務を開始した方（１
年以上継続して勤務する予定の方）
※対象となる保育施設は問い合わせください。
・教育訓練給付などの他の助成等を受けていない方
▶補助額＝保育士試験受験講座の受講に要した
費用の半額（1,000 円未満切り捨て）または15
万円のいずれか低い額
　ただし、保育士試験の筆記試験日から起算して
２年前の属する月の１日までのものとします。
▶申請期限＝勤務を開始した日の属する月の末日
※令和 5 年４～６月に勤務を開始した方は、問
　い合わせください。
　詳細は、市ホームページをご確認ください。
　・　子育て支援課保育班
　☎０４７５（７０）０３４７

　市では、認知症高齢者等を対象にした見
守りサービスを実施しています。徘徊してし
まった場合に居場所を知らせるサービスで、
ＱＲコード付きラベルシールを帽子や服、
杖、シルバーカーなどに貼って利用します。
　発見した方がスマートフォンなどでラベル
シールのＱＲコードを読み取ると、事前に
登録した家族などに発見通知メールが送信
され、保護されたことが分かる仕組みとなっ
ています。ご利用には、市役所での登録が
必要となります。
▶対象＝市内に住所がある 65 歳以上の方
で、徘徊したことがある方、または今後の
ために利用を希望している方。かつ、家族
等がメールを受信できる方。
▶利用料＝無料（１人１セット30枚）
※追加購入は有料です。
▶申込方法＝高齢者支援課で申し込み（開
庁日の８時30分～17時15分）
　地域包括支援センター
　☎０４７５（７０）０４３９

　
す
る
被
保
険
者
証
と
同
封
の
案

　
内
を
参
照
く
だ
さ
い
。

※

申
告
書
を
提
出
し
た
時
期
等
に

　
よ
っ
て
は
、
税
情
報
を
利
用
す

　
る
保
険
料
の
算
定
へ
の
反
映
が

　
間
に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　
す
。
こ
の
場
合
、
８
月
以
降
、
税

　
情
報
が
確
認
で
き
た
後
に
変
更

　
の
通
知
等
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
千
葉
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

　域
連
合
　

　☎
０
４
３（
３
０
８
）６
７
６
８

　市
民
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

　☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
３
６

　
令
和
５
年
度
の
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
額
に
つ
い
て
、
7
月
中

に
決
定
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、

令
和
４
年
度
に
年
金
か
ら
天
引
き

で
納
付
し
た
方
で
も
、
今
年
度
か

ら
納
付
書
で
の
納
付
ま
た
は
口
座

振
替
に
変
更
と
な
っ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
決
定
通

知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
料
額
（
千
葉
県
内
の
す
べ

て
の
市
町
村
で
同
率
）

・
所
得
割
率
＝
８
．
39
％

・
均
等
割
額
＝
４
３
，４
０
０
円

・
賦
課
限
度
額
＝
66
万
円

※

保
険
料
の
軽
減
等
の
詳
し
い
内

　
容
は
、
7
月
中
旬
以
降
に
郵
送

令
和
５
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
額
が
決
定
し
ま
す

り
込
ま
れ
ま
す
。

　
児
童
扶
養
手
当
証
書
（
オ
レ
ン

ジ
色
）
に
記
載
の
金
融
機
関
の
口

座
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班

　☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
３
１

　
現
在
、
手
当
を
受
給
し
て
い
る

方
お
よ
び
令
和
５
年
４
月
ま
で
に

新
た
に
認
定
を
受
け
た
方
は
、
７

月
11
日
㈫
に
市
か
ら
２
か
月
分
の

児
童
扶
養
手
当
（
令
和
５
年
５
月

分
〜
６
月
分
）
が
指
定
口
座
に
振

７
月
は
児
童
扶
養
手
当
の

支
払
期
で
す

▼
費
用
＝
４
４
，０
０
０
円
（
２

回
分
。
税
込
み
）

▼
予
診
票
＝
接
種
当
日
に
窓
口
で

記
入

　
予
約
の
変
更
・
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、

必
ず
１
週
間
前
ま
で
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
・
　
市
立
大
網
病
院

　
☎
０
４
７
５（
７
２
）１
１
２
１

　
大
網
病
院
で
は
、
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
接
種
は
完
全
予
約
制
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
希
望
す
る
方
は
次

の
条
件
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
年
齢
＝
50
歳
以
上
の
方

▼
ワ
ク
チ
ン
の
種
類
＝
シ
ン
グ

リ
ッ
ク
ス
（
Ｇ
Ｓ
Ｋ
社
製
）

▼
接
種
間
隔
＝
２
回
接
種

※

１
回
目
の
接
種
か
ら
２
か
月
を

　
超
え
、
６
か
月
以
内
に
２
回
目

　
を
接
種
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

問問申

問

③
子
ど
も
や
高
齢
者
を
は
じ
め
と

す
る
歩
行
者
の
安
全
確
保

④
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

　東
金
警
察
署

　
☎
０
４
７
５（
５
４
）０
１
１
０

　
安
全
対
策
課
生
活
安
全
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
８
７

　「
事
故
を
起
こ
さ
な
い
」
だ
け

で
な
く
、「
事
故
に
遭
わ
な
い
」た
め

に
も
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
を
習
慣
付
け
ま
し
ょ
う
。

▼
運
動
重
点

①
自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と

交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

②
飲
酒
運
転
や
速
度
超
過
な
ど
悪

質
危
険
な
運
転
の
根
絶

　
７
月
10
日
㈪
〜
19
日
㈬
ま
で
の

10
日
間
、「
ぺ
だ
る
こ
ぐ 

ぼ
く
の

あ
い
ぼ
う 

へ
る
め
っ
と
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
夏
の
交
通
安
全
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
夏
休
み
を
迎
え
る
こ
の
時
期

は
、
暑
さ
や
開
放
感
に
よ
る
安
全

意
識
・
集
中
力
の
低
下
や
、
交
通
の

流
れ
の
変
化
な
ど
か
ら
、
重
大
交

通
事
故
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

「
ぺ
だ
る
こ
ぐ 

ぼ
く
の
あ
い
ぼ
う 

へ
る
め
っ
と
」

令
和
５
年
夏
の
交
通
安
全
運
動

外
で
の
激
し
い
運
動
は
避
け
る
な

ど
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　
県
庁
環
境
生
活
部
テ
レ
ホ
ン

　サ
ー
ビ
ス

　
☎
０
４
３（
２
２
３
）０
５
５
１

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
等
の

発
令
や
Ｐ
Ｍ
２
．５
高
濃
度
時
の

注
意
喚
起
が
あ
っ
た
場
合
は
、
防

災
行
政
無
線
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、①
外
出
を
控
え
る
、②
窓
を

閉
め
て
外
気
を
入
れ
な
い
、③
屋

　
県
で
は
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
や

Ｐ
Ｍ
２
．５
の
発
生
に
伴
う
被
害

を
防
止
す
る
た
め
、
オ
キ
シ
ダ
ン

ト
濃
度
や
Ｐ
Ｍ
２
．５
濃
度
が
高

濃
度
と
な
っ
た
場
合
の
大
気
汚
染

緊
急
時
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
注
意
報
等
の
発
令
と

Ｐ
Ｍ
２
．５
高
濃
度
時
の
注
意
喚
起

問問

　近年、高齢化が進む中、認知症の
人数も増加しています。
　厚生労働省によると65歳以上の認
知症患者数は 2020 年時点で約 600
万人と推計されており、2025 年には
高齢者の５人に１人に当たる700万人
が認知症になると予想されています。
◇認知症とは
　さまざまな原因で記憶力や判断力
など、脳の機能（認知機能）が正常
に働かなくなり、日常生活に支障が
出始める状態をいいます。
〈認知症予防への取り組み〉
①バランスよく食べる
　塩分や脂質の摂りすぎに注意して、
肉や魚、野菜などバランスのとれた
食事を心掛けましょう。
②運動する
　体を動かすことで、脳が刺激され
て認知機能が向上します。
③脳を活発に使う
　本や新聞を読む、人と交流する、
趣味に打ち込むなど、脳に刺激を与
えましょう。

④過度の飲酒・喫煙に気を付ける
　脳の萎縮や脳血管障害を引き起こ
すほか、健康リスクが高くなってしま
います。
⑤寝たきりにならないように心掛ける
　高齢者は転倒による骨折から寝た
きりになり、生活が不活発になること
で認知症を招いてしまうことがありま
す。家の中の段差の解消など転倒予
防を心掛けましょう。
〈認知症についての相談先〉
　認知症について、悩みや不安があ
る場合は、本人や家族だけで抱え込
まず、かかりつけ医や地域包括支援
センター、在宅介護支援センター、
担当のケアマネジャーなどに相談し
て、適切なアドバイスを受けましょう。
　 地域包括支援センター
　 ☎０４７５（７０）０４３９
　在宅介護支援センターおおあみ
　緑の里
　 ☎０４７５（７３）５１４６
　在宅介護支援センター杜の街
　 ☎０４７５（７０）１６６６

問

問

問

地域包括支援センターだより ～認知症を予防する～

　市では、夫婦共に 39 歳以下の新婚世帯へ新居の家賃・住宅
購入費・引越費用などを補助します。
▶対象＝令和５年３月１日～令和６年３月 31日㈰までの間に婚姻
届を提出し、本市の住民基本台帳に記載されており、補助要件
を満たしている世帯
▶補助要件
・婚姻日時点で夫婦共に39歳以下
・夫婦の合計所得が５００万円未満（奨学金の返済がある場合は、
その額を所得から控除します）
・市税に滞納が無いこと
・２年以上の居住の意志　等
▶補助対象経費＝婚姻を機に支出した転入または転居に係る住
宅の取得・賃貸・引越費用（令和５年４月１日から令和６年３月
31日㈰の期間に生じた費用に限ります）
▶補助額
・夫婦共に29歳以下＝上限60万円
・夫婦共に39歳以下＝上限30万円
▶申込締切＝令和６年３月31日㈰
※必要な書類など詳細は、市ホーム
　ページをご覧ください。
　企画政策課政策推進班
　☎０４７５（７０）０３１５
問問問 申

結婚新生活支援事業補助金受付中！
新婚さんの新生活を応援します！

保育士試験受験のための学習に
要した費用を助成します

ご存じですか
高齢者見守りサービス

VACCINE
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リサイクル倉庫はルールを守ってご利用ください　　地域づくり課環境対策班　☎０４７５（７０）０３８６問

固
定
す
る
ベ
ル
ト
を
利
用
す
る
。

◇
家
の
周
囲
の
安
全
対
策

　
植
木
鉢
の
落
下
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
倒
壊
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
屋
根
＝
屋
根
瓦
や
ア
ン
テ
ナ
の

補
強
を
す
る
。

・
窓
ガ
ラ
ス
＝
飛
散
防
止
フ
ィ
ル

ム
を
貼
る
。

・
ベ
ラ
ン
ダ
＝
植
木
鉢
な
ど
を
落
ち

る
危
険
が
あ
る
場
所
に
置
か
な
い
。

・
ガ
ス
ボ
ン
ベ
＝
ボ
ン
ベ
を
鎖
で

固
定
す
る
。

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
・
門
柱
＝
基
礎
や

鉄
筋
が
無
い
場
合
は
補
強
し
、
ひ

び
割
れ
が
無
い
か
確
認
す
る
。

　
安
全
対
策
課
消
防
防
災
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
０
３

出
入
口
や
通
路
に
は
物
を
置
か
な

い
よ
う
に
す
る

〈
家
具
の
転
倒
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト
〉

・
た
ん
す
＝
L
字
金
具
や
支
え
棒

で
固
定
。
二
段
重
ね
の
場
合
は
つ

な
ぎ
目
を
金
具
で
固
定
す
る
。

・
冷
蔵
庫
＝
後
ろ
の
上
部
に
転
倒

防
止
ベ
ル
ト
の
取
付
箇
所
が
あ
れ

ば
、
ベ
ル
ト
を
通
し
て
壁
に
固
定

す
る
。
無
け
れ
ば
、
扉
と
扉
の
間

に
針
金
を
巻
い
て
金
具
で
壁
に
固

定
す
る
。

・
食
器
棚
＝
L
字
金
具
や
支
え
棒

で
固
定
し
、
重
い
食
器
は
下
に
、

軽
い
食
器
は
上
に
収
納
、
戸
が
開

か
な
い
よ
う
に
止
め
金
を
着
け

る
。
ま
た
、
ガ
ラ
ス
部
分
に
飛
散

防
止
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る
。

・
テ
レ
ビ
＝
テ
レ
ビ
台
に
固
定
す

る
粘
着
マ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
を
壁
に

 

◇
家
の
中
の
安
全
対
策

　
地
震
が
起
き
た
と
き
、
家
具
の

転
倒
や
落
下
、
ガ
ラ
ス
の
飛
散
に

よ
り
思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

・
寝
室
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
の

い
る
部
屋
に
は
大
き
な
家
具
は
置

か
な
い
よ
う
に
す
る

・
た
ん
す
な
ど
大
き
な
家
具
は
L

字
金
具
や
支
え
棒
を
使
用
し
、
倒

れ
に
く
い
よ
う
に
す
る

・
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
に
、

　
地
震
は
い
つ
発
生
す
る
か
分
か

ら
な
い
災
害
で
す
。
普
段
か
ら
少

し
で
も
被
害
を
抑
え
ら
れ
る
よ
う

に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◇
も
し
地
震
が
起
き
た
ら

　
慌
て
ず
に
次
の
こ
と
に
注
意
し

ま
し
ょ
う

・
身
の
安
全
を
確
保
す
る

・
す
ば
や
く
火
の
始
末
を
す
る

・
非
常
脱
出
口
を
確
保
す
る

・
火
が
出
た
ら
で
き
る
限
り
消
火

す
る

・
外
へ
逃
げ
る
と
き
は
慌
て
な
い

◇
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
（
３
つ
の
安

全
行
動
）
の
実
践

 

地
震
が
起
き
た
ら
落
ち
着
い
て

行
動
し
ま
し
ょ
う

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
災
害
時
に

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

・
豪
雨
時
の
屋
外
の
移
動
は
車
も

含
め
危
険
で
す
。
や
む
を
得
ず
車

中
泊
を
す
る
場
合
は
、
浸
水
し
な

い
よ
う
周
囲
の
状
況
等
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
安
全
対
策
課
消
防
防
災
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
０
３

　「
自
ら
の
命
は
自
ら
が
守
る
」

意
識
を
持
ち
、
適
切
な
避
難
行
動

を
と
り
ま
し
ょ
う
。

　
災
害
時
に
は
、
危
険
な
場
所
に

い
る
人
は
避
難
す
る
こ
と
が
原
則

で
す
。

・
避
難
と
は
「
難
」
を
「
避
」
け

る
こ
と
。
安
全
な
場
所
に
い
る
人

ま
で
避
難
場
所
に
行
く
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

・
避
難
先
は
、
小
中
学
校
・
公
民

館
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
全

な
親
戚
宅
・
知
人
宅
に
避
難
す
る

こ
と
も
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

・
マ
ス
ク
、
消
毒
液
、
体
温
計
は
、

市
の
備
蓄
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
で
き
る
だ
け
自
ら
携
行
し
て
く

だ
さ
い
。

・
市
が
指
定
す
る
避
難
場
所
、
避

難
所
が
変
更
・
増
設
さ
れ
て
い
る

災
害
時
の
避
難
に
あ
た
り

「
知
っ
て
お
く
べ
き
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」

防災情報の受信準備はできていますか大網白里市
からの

問

問

　市内の各携帯電話会社の端末にメール
が送信されます。 ※登録不要

　防災行政無線の放送を自宅で聞くこと
ができます。 ※負担金１万円

問　安全対策課消防防災班
 　☎０４７５（７０）０３０３

問　安全対策課消防防災班　☎０４７５（７０）０３０３

問　安全対策課消防防災班
　☎０４７５（７０）０３０３

▲指定緊急避難場所
　および指定避難所の
　指定について

津波避難計画
について

▲台風・豪雨時の
避難情報等の
変更について

◀備蓄品チェックリスト
（市ホームページ参照）

千葉県PR
マスコット
キャラクター

ホームページ
〈市ホームページ〉 〈千葉県防災ポータルサイト〉

〈市メール配信サービス〉

〈緊急速報メール（エリアメール）〉

〈「安全対策課」公式ツイッター〉

〈防災行政無線〉

〈戸別受信機〉

　防災行政無線の放送内容を確認するこ
とができます。利用には通信料がかかり
ます。 ☎０４７５（７２）１０００

〈電話応答サービス〉

〈Ｙａｈｏｏ！防災速報アプリ〉

メール SNS

放送 アプリ

▶登録用アドレスを
　読み取ります

▲iOS ▲Android

▶@anzen_os_0303

防災

チーバくん

　大規模災害では、ライフラインや
物流の停止、長期間の避難所生活
等により物資が不足する恐れがあり
ます。市の備蓄数には限りがありま
すので、各家庭では災害発生後１週
間程度の食料や水の備蓄にご協力を
お願いします。
〈常時携行品〉
　財布・携帯電話・キャッシュカード・
免許証など貴重品、携帯ラジオ、携
帯電話の充電器
〈非常持出品〉
　２泊３日程度の避難生活に必要な
非常食や飲料水、持病薬やアレル
ギー対応食などを優先する。普段か
らリュックサックに入れておく。
〈備蓄品〉
　最低３日分、可能であれば１週間
以上分の食料や水。食料はレトルト
食品や缶詰、カップ麺。水は大人１
人当たり１日３リットルが目安。ポリ
容器や下着、着替えも用意。
▶停電時に役立つもの＝懐中電灯、
ランタン、携帯ラジオ、卓上こんろ、
乾電池、発電機（屋外で換気し使用）

▶断水時に役立つもの＝飲料水、給
水用ポリ容器、非常用トイレ
　ポリ容器に普段から水を貯めてお
くと、生活用水に使用できます。
〈ローリングストック法で食品の備
蓄を〉
　普段食べているインスタント食品
等を多めに買い、消費期限の短いも
のから消費し、食べた分を補充して
いく方法です。消費期限切れを防ぎ、
食べ慣れた食品を災害時に食べるこ
とができます。

災害に備えて家庭で備蓄品を準備しましょう

　地震等により津波が発生する可能性がある場合、
市から発令される情報等に注意して、速やかに避難
行動を取りましょう。
◇津波情報の種類と避難行動
　本市が属する津波予報区は「千葉県九十九里・外房」
です。このエリアでの津波に関する情報が発表された
場合は避難行動に移りましょう。発表される津波情
報の種類と取るべき避難行動は次のとおりです。

津波の恐れのある場合は速やかに
避難行動に移りましょう

●津波発生時の指定緊急避難場所

大津波警報時は
使用しない
大津波警報時は
使用しない

大津波警報時
のみ使用

名　称 所在地 備　考

柿餅26-１

南今泉１０８８-１

南今泉３３４９

上貝塚１６０

北吉田１８４-１

南横川３１４１-１

南今泉３３４９

細草１３８５-１

四天木５５６-２

北今泉３０４５

南今泉４８３７-２

四天木甲２９８２-１

四天木９８０

東金市砂古瀬４２６-１

中部コミュニティセンター

白里公民館

白里小学校

大網白里アリーナ

北吉田市有地

弥幾野自治会館

白里小学校　3階・屋上

白里中学校　3階・4階

浄化センター　屋上

プラセル九十九里　屋上

防災第1号公園（津波避難タワー）

防災第2号公園（南四天木築山）

福岡地区コミュニティセンター

オーシャンビュー白里ダイヤモンドマンション
4階以上共有部分・屋上

3つの安全行動

頭を守り 動かないまず低く
COVER! HOLD ON!DROP!




